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下 請 法 に 関 す る 日 本 映 像 事 業 協 同 組 合 ア ン ケ ー ト 集 計 分 析  

 

 

 

 

１  回 答 率 に つ い て  

日 本 映 像 事 業 協 同 組 合 正 組 合 員 １ ５ ８ 社 中 、 ９ １ 社 が 回 答 。 ６ ７ 社 は 「 該 当

な し 」 と 回 答 。 回 答 率 は ５ ７ ． ６ ％ 。 な お 「 該 当 な し 」 と 答 え た ６ ７ 社 に は 、

テ レ ビ 局 （ 親 事 業 者 ） の 子 会 社 が ４ 社 あ り 、 答 え づ ら い こ と か ら 「 該 当 な し 」

と い う 回 答 に な っ た と 考 え ら れ る 。 ま た 、 組 合 員 に は 番 組 制 作 会 社 以 外 に 、 タ

レ ン ト プ ロ ダ ク シ ョ ン １ ９ 社 、 CM 制 作 ９ 社 、 映 画 制 作 ・ ビ デ オ 制 作 各 6 社 、

代 理 店 ４ 社 、Web 制 作 ・ ポ ス プ ロ ・ 出 版 各 ３ 社 、人 材 派 遣 ２ 社 、リ ー ス 会 社 １

社 、 そ の 他 ７ 社 （ キ ャ ス テ ィ ン グ 業 務 、 制 作 技 術 者 養 成 ス ク ー ル な ど ） あ り 、

下 請 法 に は 抵 触 し な い 立 場 の 会 社 も あ る 。  

 

 

◆ 下 請 法 の 義 務 ・ 禁 止 事 項 に つ い て  

 

２  書 面 の 交 付 義 務 （ 第 ３ 条 ）  ※ 別 紙 Ｑ Ｂ ① 参 照  

  契 約 書 の 書 面 交 付 に つ い て は 、 ９ １ 社 中 、 ２ ４ ％ の ２ ２ 社 が 発 注 時 に 契 約 書

を 交 わ せ な か っ た と 答 え て い る 。 こ れ は 第 ３ 条 の 条 項 違 反 に 当 た る 。  

  た だ 、 多 く の 場 合 、「 現 実 に は 契 約 書 の 発 行 は 遅 れ る 」「 最 終 的 に は あ る 」 と

い っ た 形 の 契 約 書 の 交 付 を し て い る 。そ こ に は ま だ 、「 口 約 束 」的 な 仕 事 の 発 注

が 慣 行 だ っ た テ レ ビ 業 界 の 古 い 体 質 が 残 っ て い る よ う に 思 わ れ る 。 ま た 親 事 業

者 （ テ レ ビ 局 ） が 下 請 事 業 者 （ 制 作 会 社 ） に 番 組 発 注 を し た と き 、 発 注 時 に 契

約 書 を 交 付 し な い ケ ー ス の １ ４ ％ は 納 品 後 、 あ る い は 放 送 後 に 契 約 書 を 交 わ す

と い う 結 果 に な っ て い る 。 こ れ は 契 約 を 交 わ す と い う 下 請 法 の 精 神 が い ま だ 、

両 者 の 間 で 徹 底 さ れ て い な い も の と 思 わ れ る 。  

 

３  支 払 い 期 日 を 定 め る 義 務 （ 第 ２ 条 の ２ ）  ※ 別 紙 Ｑ Ｂ ② 参 照  

 支 払 い 期 日 義 務 に 関 し て 、９ 社 、１ ０ ％ 強 が 期 日 記 入 の な か っ た こ と が あ る 。

た だ し 、 支 払 い 期 日 に 関 し て 、 守 ら れ な か っ た 例 は な い 。  

 

４  返 品 の 禁 止 （ 第 ４ 条 第 １ 項 第 ４ 号 ） 及 び 下 請 代 金 の 減 額 禁 止 （ 第 ４ 条 第 １

項 第 ３ 号 ）    ※ 別 紙  Ｑ ３  Ｑ ４ 参 照  

 納 品 し た 番 組 を 返 品 さ れ た 社 は ７ 社  ７ ． ５ ％ あ る 。 そ の 後 、 修 正 を 加 え て

再 納 品 と い う ケ ー ス が ほ と ん ど だ 。 修 正 に 関 し て は 、「 テ ロ ッ プ さ し か え 」「 番

組 仕 様 の 変 化 」「 編 集 修 正 」と い っ た 親 事 業 者（ テ レ ビ 局 ）側 か ら の 事 前 説 明 不
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足 か ら 起 こ る 返 品 事 例 が ほ と ん ど 。 こ れ は 、 テ レ ビ 制 作 現 場 に お け る テ レ ビ 局

の 担 当 プ ロ デ ュ ー サ ー （ 番 組 担 当 社 員 ） の 「 返 品 禁 止 」 と い う 下 請 法 へ の 無 知

か ら お こ る も の と 考 え ら れ る 。 な お 、 こ の 修 正 及 び 再 納 品 に か か る 費 用 の 増 額

に つ い て は 、 現 状 で は ほ と ん ど 認 め ら れ て い な い 。  

 ま た 、 下 請 法 で 禁 止 さ れ て い る 下 請 代 金 （ 制 作 予 算 ） の 減 額 は 、 １ ６ 社 、  

１ ７ ． ５ ％ が 減 額 さ れ た と 回 答 し て い る 。 こ の 減 額 理 由 は 、  

①  テ レ ビ 局 の 勝 手 な 事 情  例：ス ポ ン サ ー が 降 り た 。局 内 の 全 番 組 の 一 律 減

額 。  

②  担 当 プ ロ デ ュ ー サ ー の 禁 止 行 為 の 認 識 欠 如  例 ：「 上 か ら 予 算 が も ら え な

い 」「 プ ロ デ ュ ー サ ー の 思 惑 が は ず れ 、 減 額 」  

③  そ の 他 内 容 変 更 等  例 ： 台 本 変 更 、 消 費 税 を 内 税 扱 い  

 と い っ た ケ ー ス 。 こ れ ら の 禁 止 行 為 で あ る 減 額 が 行 わ れ る 背 景 に は 、 契 約 書

の 交 付 と の 相 関 関 係 が 考 え ら れ る 。 第 ３ 条 の 書 面 の 交 付 義 務 （ 契 約 書 の 有 無 ）

で 契 約 書 が な か っ た ケ ー ス あ り と 答 え た ２ ２ 社 中 、 減 額 を さ れ た 社 は ８ 社 、  

３ ６ ％ 強 に な っ て い る 。 契 約 書 交 付 の あ い ま い さ が 代 金 減 額 に つ な が っ て い る

現 状 が あ る 。  

 

５  購 入 ・ 利 用 強 制 の 禁 止 （ 第 ４ 条 第 １ 項 第 ６ 号 ）  ※ 別 紙 Ｑ ７  参 照   

 １ ２ 社 、 １ ３ ％ が テ レ ビ 局 か ら の 購 入 ・ 利 用 強 制 が あ る と 回 答 。  

① テ レ ビ 局 主 催 の イ ベ ン ト チ ケ ッ ト 、 ゴ ル フ ト ー ナ メ ン ト の 入 場 券 の 購 入 要

請 。  

 ② 指 名 ス タ ッ フ の 利 用 強 制 （ デ ィ レ ク タ ー 、 構 成 作 家 の 指 名 ）  

 ③ 場 所 利 用 の 強 制 （ 編 集 所 な ど ）  

 と １ 割 弱 の 回 答 な が ら 、 こ の 条 項 に つ い て の 禁 止 行 為 は 人 ・ モ ノ ・ 場 所 の ３

点 セ ッ ト 的 に 行 わ れ て い る こ と が わ か る 。 甚 だ し い 強 制 は メ デ ィ ア 系 列 の 新 聞

社 の 新 聞 購 読 を 求 め る テ レ ビ 局 が あ る 。  

 

６  独 占 禁 止 法 （ 優 越 的 地 位 の 濫 用 等 ）  ※ 別 紙 Ｑ １ ７  Ｑ １ ９  Ｑ ２ ０ 参 照  

 著 作 権 の 権 利 譲 渡 を さ せ ら れ た と 答 え た の は ９ １ 社 中 ８ 社 、 ８ ． ８ ％ 。 数 字

的 に は １ 割 に 満 た な い が 、 現 在 テ レ ビ の 番 組 の 約 ９ 割 は 制 作 会 社 が か か わ っ て

放 送 し て い る 現 状 か ら み れ ば 、実 態 は も っ と 多 い と 考 え ら れ る 。「 著 作 は 全 て 局

に 準 ず る と い う 認 識 で し た 」「「 う る さ い 会 社 は （ 番 組 の ） 企 画 採 用 は 難 し い 」

等 の ア ン ケ ー ト 回 答 か ら も み え る よ う に 、 制 作 会 社 が 著 作 権 云 々 を 主 張 で き る

雰 囲 気 が テ レ ビ 界 に な く 、 制 作 会 社 の 方 に も 著 作 権 に 対 す る 意 識 が 低 い こ と が

８ ． ８ ％ と い う 数 字 に 表 れ て い る と 分 析 で き る 。 ま た 、 著 作 物 の 二 次 利 用 に つ

い て も 、 制 限 さ れ た と 答 え た の は ９ １ 社 中 ９ 社 、 ９ ． ９ ％ 。 多 く が テ レ ビ 局 が

一 方 的 に 決 め て い る 状 況 と 答 え て い る 。こ の こ と か ら 、独 占 禁 止 法 に お け る「 優

越 的 地 位 の 濫 用 等 」 が 、 テ レ ビ ・ 放 送 業 界 で は ま だ ま だ 改 ま る 風 潮 に は な い と

思 わ れ る 。  
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 以 上 の よ う な ア ン ケ ー ト 集 計 か ら 、 親 事 業 者 （ テ レ ビ 局 ） の 組 織 ぐ る み の 禁

止 ・ 違 反 が あ る と い っ た 事 項 は み ら れ な い が 、 制 作 現 場 の テ レ ビ 局 社 員 （ プ ロ

デ ュ ー サ ー な ど ） へ の 下 請 法 の 周 知 徹 底 が な さ れ て い な い こ と が み え て く る 。

ま た 、 制 作 会 社 の 担 当 プ ロ デ ュ ー サ ー な り デ ィ レ ク タ ー に も 、 下 請 法 の 周 知 徹

底 が 必 要 な 事 項 も み え 、 こ れ は 下 請 事 業 者 と し て 反 省 す べ き 点 で あ る 。  

そ し て 、 親 事 業 者 （ テ レ ビ 局 ） が 社 員 教 育 の 一 環 と し て 、 社 員 に 下 請 法 を 周 知

徹 底 さ せ 、 下 請 法 の 精 神 に の っ と り 、 よ り よ い テ レ ビ 局 と 制 作 会 社 の 関 係 を 築

い て い く こ と を 望 み た い 。  

 


